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共生社会の実現を目指すための認知症基本法が成立し、誰もが尊厳を保ち希望を持って

暮らすことができる地域社会を目指すため、認知症のある人の声を尊重し、「新しい認知症

観」*に基づき施策を推進していくことが求められています。そのためには誰もが認知症に

なる可能性があることを前提に、ひとりひとりが「じぶんごと」として認知症を正しく理

解できるようにしていくことが大切です。 

今回、認知症のある人たちからのメッセージを集めました。 

認知症の自覚がある方、ご自分を加齢による自然な老いの過程の姿として受け止めてい

る方とさまざまです。 

多くの方が、認知症が「じぶんごと」となって分かったことや感じたこと、日々の思い

や、人生の先輩としての言葉などをメッセージにしてくださいました。 

認知症になってからも出来ることはたくさんあります。その人の個性や出来ることに応

じて様々な地域の集まりや活動に参加し、人生を楽しむことができます。それまでと変わ

らず地域社会の一員として思いや希望を話す場があり、意見は尊重されます。そして、そ

れらを実現させていくことが、「じぶんごと」として認知症を捉えた私たちひとりひとりの

役割ではないでしょうか。 

多くの方にメッセージにふれていただくことがその足掛かりになれば幸いです。 

今回、認知症カフェや地域包括支援センターのほかグループホームや小規模多機能型居

宅介護事業所など一部の介護事業所にもご協力いただきました。メッセージの収集に奔走

いただいた方、おひとりおひとりの言葉に耳を傾けメッセージに書き留めてくださった

方、多くの方の心温かいご協力に心より感謝申し上げます。 

 

*新しい認知症観とは、認知症になったら何もできなくなるのではなく、認知症になってか

らも、一人一人が個人としてできること・やりたいことがあり、住み慣れた地域で仲間達

とつながりながら、希望をもって暮らし続けることができるという考え方 
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